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(意見募集にあたって) 

今回の意見募集は、「第３次実施計画(中間報告)」について、市民の皆さんか

らのご意見を伺うものです。 

この「第３次実施計画(中間報告)」は、平成 17 年９月段階の作業内容を取り

まとめたもので、「第３次実施計画の５つの視点」を中心に構成しており、第３次

実施計画に位置づけるすべての事業や取り組みを掲載しているものではなく、最

終的に決定したものでもありません。 

今後、皆さんからいただいたご意見を参考にしながら、平成 18 年２月を目標

に第３次実施計画を策定する予定です。 



 

 

第３次実施計画の策定に向けたパブリックコメントの実施について 

 
 
〇意見募集の対象 
・ 第３次実施計画(中間報告) 

 
〇意見の募集期間 
・ 平成 17 年 10 月 15 日(土)から平成 17 年 11 月 7 日(月)まで 

 
〇公開の方法 
・ 第３次実施計画(中間報告)は、市役所本庁舎５階企画政策課窓口、文化会館２

階情報公開コーナー、各公民館、中央図書館、市民活動支援センター、ボラン

ティアセンター、駅前行政サービスセンターで閲覧できるほか、市のホームペ

ージからもご覧いただけます。 

 
〇意見提出の方法 
・ 郵便、ファックス、Ｅメールにて、ご意見をお寄せください。その際、タイト

ルに「第３次実施計画」と付記し、お名前ご住所を記入の上、提出してくださ

い。 

◆直接提出 
ご意見を書面にまとめ、市役所本庁舎５階企画政策課へご持参ください。 

◆郵送 
 市長への手紙または官製はがき・封書で 
 〒279-8501 浦安市役所企画政策課 

◆Ｅメール 
 kikaku@city.urayasu.chiba.jp 

◆ファックス 
047-355-2602 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

これは、浦安市市民参加推進条例に基づく意見募集です。いただいたご意見に

対して個別の回答はいたしません。いただいたご意見については、ご意見に対す

る市の考えや対応とともに、今後、広報うらやすや市のホームぺージで公表しま

す。 
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は  じ  め  に 
 

本市では、基本構想に掲げるまちづくりの基本目標「人が輝き躍動するまち・浦安」

の実現に向け、基本計画の 56 の具体的施策にもとづき、3 ヵ年で実施する主要な事

業を実施計画として策定し、これまで第１次、第２次実施計画を策定してきました。 

現在、平成 18 年度（2006 年度）から平成 20 年度(2008 年度)までを計画期間とす

る第３次実施計画の策定を進めているところですが、第３次実施計画では、これまで

の実施計画の構成に加え、平成 18 年度からの３ヵ年で、市が特に重点的に取り組む

べき課題を、「市民の力・地域の力を活かした地域
ま ち

づくり」「未来を担う浦安っ子を育

む地域
ま ち

づくり」「いつまでも元気で健康に暮らしていける地域
ま ち

づくり」「豊かな日々の

暮らしが過ごせる地域
ま ち

づくり」「暮らしを支える安全・安心な地域
ま ち

づくり」の「５つ

の視点」として定め、この視点に基づく重点項目と関連する計画事業をまとめました。 

高度経済成長期・バブル経済期などの右肩上がりの経済があたりまえであった時代

から低成長時代へとシフトしており、これに急速な高齢化や少子化が拍車をかけ、日

本人がこれまで経験したことのなかった時代へと大きく変化しています。 

また、国と地方の税財政改革(いわゆる三位一体の改革)や地方分権の進展などによ

り、市民の暮らしや市行政を取り巻く環境も大きく変化してきています。 

こうした時代潮流のなかで、第３次実施計画が時代や市民ニーズに適合したものと

なるよう、これまでの策定状況を中間報告としてまとめ、市民の皆さんのご意見やお

考えを伺いながら本計画に反映していきたいと考えています。 

多くの皆さんのご意見ご要望をお寄せくださるようお願いします。 

 

 

浦安市長 松崎 秀樹 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余 白 



 

 

浦安市第３次実施計画（中間報告） 目次 

 

１．実施計画とは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

２．第３次実施計画の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

１）計画策定の基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

２）計画の期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

３）計画の対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

４）計画の構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

３．第３次実施計画の５つの視点と施策の構成 ・・・・・・・・・・ 5

１）第３次実施計画の５つの視点の基本的考え方 ・・・・・・・・ 5

２）５つの視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

３）５つの視点と２１の重点項目 ・・・・・・・・・・・・・・・ 8

視点１：市民の力・地域の力を活かした地域
ま ち

づくり ・・・・・・ 12

視点２：未来を担う浦安っ子を育む地域
ま ち

づくり ・・・・・・・・ 14

視点３：いつまでも元気で健康に暮らしていける地域
ま ち

づくり ・・ 17

視点４：豊かな日々の暮らしが過ごせる地域
ま ち

づくり ・・・・・・ 19

視点５：暮らしを支える安全・安心な地域
ま ち

づくり ・・・・・・・ 22

４．第３次実施計画の策定スケジュール ・・・・・・・・・・・・・・ 25

 

資料 用語解説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27

施策の体系 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29

       

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余 白 



 

1 

１．実施計画とは 
本市では、平成 11 年 12 月に基本構想(計画期間：平成 32 年度)を策定し、まちづくりの

基本目標を「人が輝き躍動するまち・浦安」と定めました。 

そして、その実現に向け、行財政運営の指針として、また、市と市民が協力してまちづ

くりを進める指針として、平成 13 年６月に基本計画(計画期間：平成 13 年度～22 年度)を

策定し、10 ヵ年で取り組む施策を総合的・体系的に明らかにしました。この基本構想と基

本計画をあわせて総合計画と総称しています。 

実施計画は、基本計画に示す施策を計画的、効果的に推進していくため、３ヵ年で取り

組む具体的な事業について定めるとともに、各年度の予算編成や事業執行の指針として策

定しています。 

また、社会経済状況や市民ニーズの変化に柔軟に対応していくため、計画期間の２年度

目に見直しを行う中途改定方式とし、基本計画策定以降これまでに第１次 (計画期間：平

成 14 年度～16 年度)、第２次 (計画期間：平成 16 年度～18 年度)と策定しています。 

 平成 17 年度が第２次実施計画の２年度目にあたることから、平成 18 年度を初年度とす

る第３次実施計画を策定するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合計画の構成 

第１次(平成 14 年度～平成 16 年度) 

第２次(平成 16 年度～平成 18 年度) 

第３次(平成 18 年度～平成 20 年度) 
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２．第３次実施計画の概要 

第３次実施計画については、第１次、第２次実施計画の成果を踏まえ、社会・経済状況

や市民ニーズなどの変化に対応するため、次のような方針で策定に取り組みます。 

 

１）計画策定の基本方針 

①重点的に取り組む施策や事業を明確にする 

平成 18 年度から 20 年度までの３ヵ年で、特に重点的に取り組むべき課題を５つの視

点として設定します。 

②これまで実施計画に位置づけてきた事業の完成をめざす 

  第３次実施計画の計画期間が平成 20 年度までであり、現在の基本計画の計画期間(平

成 22 年度)の終盤にさしかかることから、第１次、第２次実施計画で取り組んできた事

業の完成をめざすとともに、残された懸案や課題についても取り組みます。 

③次期基本計画の策定につながる計画とする 

中・長期的な課題や問題について、対応すべき方向性を見出し、次期基本計画の策定

を視野に入れた計画として策定します。 

 

 

２）計画の期間 

平成 18 年度から 20 年度までの３ヵ年を計画期間とします。 
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３）計画の対象 

実施計画の対象事業の考え方は以下の点を基本とします。 

 

① ３ヵ年間で特に重点的に取り組む課題として定めた「５つの視点」の具体化を目

指す計画事業や施策などを対象とします。 

② 基本計画に示す 56 の具体的施策を推進していくため、重点的に取り組む事業を

対象とします。 

③ 実施計画事業は、計画事業と主要事業で構成します。計画事業は、この計画期間

内に新たに取り組む事業や内容を充実して取り組む事業、さらには第２次実施計

画から継続して取り組む事業とします。主要事業は、既に行っている事業で、具

体的施策を推進していく上で中心的かつ重点的に取り組んでいる事業とします。 

④ 国、県、民間などが実施する事業についても、本市のまちづくりや施策の推進上、

特に重要な事業については計画の対象とします。 

 

なお、維持補修などの経常的･管理的な業務については、通常の業務の範囲内で実施す

ることとします。 

 

 

４）計画の構成 

実施計画は、３ヵ年で取り組む具体的な事業を定めた事業計画と、財政収支見通しで構

成します。 

事業計画は、計画期間内に重点的に取り組む施策や事業を設定するとともに、基本計画

との関連を明確にするため、基本計画の施策体系に基づく構成とします。 

なお、財政収支見通しについては、現在作業を進めているところであり、平成 18 年度当

初予算の編成にあわせて策定する予定です。 
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歳入 

歳出 

事業計画 

財政収支見通し 

第３次実施計画 
56 の具体的施策ごとの計画事業 

５つの視点 

実施計画の構成イメージ 
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３．第３次実施計画の５つの視点と施策の構成 

 

 

１）第３次実施計画の５つの視点の基本的考え方 

これまで策定してきた第 1 次、第２次実施計画では、本市の基本目標である「人が輝き

躍動するまち・浦安」の実現に向けて、基本計画に掲げる 56 の具体的施策ごとに事業を位

置づけて構成してきました。 

第３次実施計画では、これまでの実施計画の構成に加え、社会・経済状況や本市の人口

構成、土地利用の状況、市民ニーズなど、今後の３ヵ年を見据えて、施策横断的に取り組

むことによって、大きな成果や課題の解決を図ることができるよう、重点的に取り組むべ

き課題の方向性を「視点」として設定するとともに、この視点が示す課題を解決していく

ため、視点ごとに重点項目と計画事業を位置づけました。 

 

 

２）5 つの視点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

本市では、「人が輝き躍動するまち・浦安」をまちづくりの基本目標として掲げ、こ

れまで様々な施策を展開してきました。この基本目標は、個人が能力と想像力を十分に

発揮できる躍動感にあふれた「個性」と「活力」のある都市の形成を目指す、という考

えを表しています。 

まちづくりの基本である市民一人ひとりの「個人」のもつ能力や意欲を大切に育み、

経験や知識を発揮し、何歳になっても仕事や地域に参加し活躍できる環境づくりが改め

て必要であると考えます。 

また、自治会をはじめとする市民団体やボランティア･ＮＰＯなど地域の各主体が、

地域の課題を解決するための担い手として、さらに幅広く活躍できるような環境づくり

や、本市の文化や歴史などの特性を生かした活力と魅力ある地域
ま ち

づくりが改めて求めら

れています。 

【視点１】：市民の力・地域の力を活かした地域
ま ち

づくり 

【キーワード１】：個人・地域 
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本市は若い都市といわれていますが、少子化の傾向はすでに現われており、平成 15

年度の合計特殊出生率は全国 1.29、千葉県 1.20、浦安市 1.15 でした。今後も、住宅開

発に伴う転入によって子ども人口は当面の間、増加すると予測していますが、市の将来

を考えても合計特殊出生率の低下は重要な課題です。 

だれもが安心して子どもを産み育て、また、子どもが心身ともに健やかに成長できる

まちづくりを目指し、保健・福祉・教育などの観点から総合的に取り組んでいくことが

必要です。 

また、未来を担う子どもたち一人ひとりの個性を重視し、学校・地域・家庭・行政が

一体となって心豊かで健やかな子どもを育む環境づくりや、情報教育、少人数教育、英

語教育などの本市ならではの特色ある教育に今後も取り組んでいくことが必要です。 

【視点２】：未来を担う浦安っ子を育む地域
ま ち

づくり 

すべての市民がこころ豊かに暮らしていけるよう、「自分の健康は自らつくり、守る」

という健康づくりを基本としながら、市民が主体的に健康づくりに取り組める環境の整

備がますます必要となっています。 

また、本市は、地域の成り立ちや住宅開発の時期から、高齢化率の高い地域と低い地

域が混在しています。高齢者や障害者が住み慣れた地域でいつまでも健康で安心して生

活ができるよう、地域特性や介護保険法の制度改正に対応した新たな取り組みや、高齢

者や障害者が地域のなかで自立した生活がおくれる環境づくりが必要です。 

【視点３】：いつまでも元気で健康に暮らしていける地域
ま ち

づくり 

【キ-ワード２】：子ども 

【キーワード３】：元気・健康 
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日常生活にうるおいと活気を与え、地域
ま ち

への愛着を育むためには、市民相互のコミュ

ニティづくりはもとより、身近なところで接することができる心やすらぐ場所や浦安ら

しい風景の保全、創出、さらにはまちの魅力に気軽に接することができるように移動手

段などの充実が必要です。 
また、これからの日常生活においては、環境に配慮した暮らしの実践や身近な自然環

境を守り育てる活動を通して、これまでの大量消費型生活を見直し、本当に豊かな生活

とは何かということを意識しながら暮らしていくことが大切です。 

【視点４】：豊かな日々の暮らしが過ごせる地域
ま ち

づくり 

近年、地震や台風、集中豪雨などの自然災害が続発し、全国で大きな被害が生じていま

す。また、市内の犯罪も以前と比較して減少傾向にあるものの、依然として身近な場所で

犯罪が発生しており、予断を許さない状況が続いています。 
市民の安全と安心を確保することは、行政の基本的な責務であるとともに市民生活の基

盤です。災害に強いまちづくりや防犯体制の充実に向けて、これまで以上に市民と協働で

取り組んでいく必要があります。 
また、高齢化や人口の増加に伴い、医療や救急業務に対する市民ニーズは多様化･高度

化しています。適切な医療サービスが受けられるよう、医療体制や救急救命体制の充実が

必要です。 

【視点５】：暮らしを支える安全・安心な地域
ま ち

づくり 

【キーワード４】：日々の暮らし 

【キーワード５】：安全・安心 
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３）５つの視点と 21 の重点項目 

 
  
 

 
１．自分を磨く機会と場の充実 

 公民館機能をもった複合施設の整備 

 生涯学習支援システムの整備 

 

２．シニア世代の能力を活かせる環境づくり 

 シニア世代の地域参加の仕組みづくり 

 いきいき元気健康奨励事業の推進 

 

３．地域が主役となった主体的活動への支援 

 総合型スポーツクラブの設立支援 

 地域防犯活動の支援 

 自治会集会所の整備 

 

４．地域の個性を活かしたまちづくり 

 地域の個性を活かした観光の振興 

 仮称中大通り線沿道市街地整備の推進 

 浦安駅周辺地区の再開発の推進 

 境川水辺空間整備の推進 

 

 

 

 

５．身近な地域での子育て支援 

 つどいの広場の増設 

 子育てすこやか広場の充実 

 子育て支援センターの増設 

 

６．児童虐待防止のための体制の強化 

 総合的・包括的な児童虐待防止対策の推進 

 

７．多様な保育サービスの充実 

 多様な保育サービスの提供 

視点１：市民の力・地域の力を活かした地域
ま ち

づくり 

視点２：未来を担う浦安っ子を育む地域
ま ち

づくり 
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８．子どもたちや青少年の育成・交流の場づくり 

 子どもたちの活動拠点づくりの検討 

 児童育成クラブの環境整備 

 青少年交流活動の推進 

 

９．一人ひとりの個性が輝く教育の推進 

 特色ある教育の推進 

 食物アレルギー対応食の提供 

 教育研究センターの整備 

   

10．学校施設などの教育環境の充実 

 学校適正配置等計画の策定 

 新町地域の幼稚園ニーズへの対応 

 校庭及び園庭の芝生化の推進 

 

 

 

 

11．一人ひとりの健康づくり 

 健康づくりの推進 

 地域・学校保健の推進 

 

12．介護予防対策の充実 

 地域包括支援センターの設置 

 地域支援事業の推進 

 地域ネットワーク活性化事業の推進 

 

13．高齢者や障害者の社会参加を促進する環境づくり 

 高齢者の生きがい・健康づくりに関する施設の整備 

 「花いっぱい」みんなで育む健康づくり事業 

 老人クラブ会館の整備 

 障害者等就労支援施設の整備 

 

 

 

 

 

視点３：いつまでも元気で健康に暮らしていける地域
ま ち

づくり 
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14．うるおいと憩いの場づくり 

 特色ある公園づくりの推進 

 市民と取り組む緑化の推進 

 水辺空間と一体となった緑道整備の促進 

 三番瀬の保全と活用に向けた取り組みの推進 

 旧江戸川護岸の修景整備の推進 

 

15．浦安らしい景観づくり 

 都市景観の形成 

 

16．利便の高い暮らし 

 市内バス交通の充実 

 交通バリアフリーの推進 

 電子申請等の充実 

 

17．身近なところから取り組む環境対策 

 自然体験学習の推進 

 地球温暖化対策事業の推進（もったいないプロジェクト） 

 環境アクションプランの策定 

 環境保全対策の充実 

視点４：豊かな日々の暮らしが過ごせる地域
ま ち

づくり 
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18．災害に強く安全なまちづくりの推進 

 防災体制の充実 

 防災機能の充実 

 雨水排水施設の充実 

 旧江戸川護岸や浦安海岸(舞浜地区)の高潮対策事業の促進 

 

19．消防・救急体制の強化 

 消防本部・署庁舎の建設 

 自動体外式除細動器(ＡＥＤ)の普及・指導 

 

20．地域医療体制の充実 

 浦安市川市民病院の再整備 

 

21．地域防犯対策の推進 

 地域防犯対策の充実 

 子どもたちへの防犯対策の推進 

 

視点５：暮らしを支える安全・安心な地域
ま ち

づくり 
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視点 1：市民の力・地域の力を活かした地域
ま ち

づくり 

 
自分を磨く機会と場の充実 

• 日常生活を自立して生活できる期間いわゆる健康寿命の延伸や労働形態の弾力

化により、今後、自由に活動できる時間が増えることが見込まれています。 
個人の選択の機会が豊かになるなか、生活の中で楽しみ、自らを育てることがで

きるよう、市民一人ひとりが自らの意欲と能力を磨き高めていける機会と場の充

実に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

公民館機能をもった複合施

設の整備 

(生涯学習課) 

市民一人ひとりの生涯学習を支援するため、高洲地区と弁

天地区で、地域のニーズを踏まえながら、公民館機能を併

せもった複合施設の整備に取り組みます。 

生涯学習支援システムの整

備 

(生涯学習課) 

働き盛りの世代や今後定年を迎える世代の学習意欲に対応

していくため、自宅で学習できる動画情報の提供や E－ラ

ーニング
*1

ができるシステムを整備します。 

 
シニア世代の能力を活かせる環境づくり 

• 近年、日本の大きな課題として、将来人口の減少と高齢社会が取り上げられてい

ます。ここでいう高齢者とは、65 歳以上の年齢にある人を高齢者としていますが、

これらの人を「高齢者」とひとくくりでいうことに違和感を感じる人も多いと思

います。 
とくに、これから高齢者となるいわゆる団塊の世代

*2

と呼ばれる人々は、就業意欲

も高く、趣味をもち学習意欲も旺盛で、従来の高齢者像とはかなり異なったもの

と推測されます。 
このような団塊世代が退職年齢を迎えるなかで、概ね 60 歳以上にある人をシニ

ア世代とし、地域社会にとって豊かな暮らしの担い手として、これまで培ってき

た知識や能力を発揮し活躍できるよう、環境づくりに取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

シニア世代の地域参加の仕

組みづくり 
(高齢者支援課) 

シニア世代の市民が、豊かな知識と経験を生かし、地域で

その能力が発揮できるような仕組みづくりを進めます。 

いきいき元気健康奨励事業

の推進 
 

(高齢者支援課) 

シニア世代を協力員とし、閉じこもりがちな高齢者や機能

低下がはじまった高齢者を対象に、地域のなかで協力員が

これらの高齢者の介護予防に資するミニサロン事業などを

行います。 
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地域が主役となった主体的活動への支援 
• 地域社会が抱える様々な課題について、地域の多様な主体が自ら解決しようとす

る活動への支援や、住民相互の交流・活動の場を整備します。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

総合型スポーツクラブの設

立支援 
(市民スポーツ課) 

地域住民の主体的な運営を基本とする総合型スポーツクラ

ブの設立に向けた地域の活動を支援します。 

地域防犯活動の支援 

 

(防犯課) 

防犯パトロールや啓発活動など、自治会やボランティアが

主体的に取り組む地域の防犯活動を支援します。 

自治会集会所の整備 
 

(地域活動支援課) 

住民相互の親睦や交流、また自治会活動の拠点となる自治

会集会所を整備します。 

 
地域の個性を活かしたまちづくり 

• 自然や歴史、文化は地域の貴重な資源です。豊かな水辺や浦安の歴史と文化を今

も色濃く伝える町並み・風景は、市民はもとより市外からも高い評価を得ていま

す。こうした地域の資源を活用した個性あるまちづくりに取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

地域の個性を活かした観光

の振興 
 
 
 

(商工観光課) 

本市の特色ある観光を振興するため、観光振興プランを策

定します。 
また、浦安の歴史・文化などの解説を聞きながら市内を散

策したい方や観光で訪れた方に対して、ガイドとして活動

したい市民を対象に養成講座を開催し、観光ボランティア

ガイドの充実を図ります。 
仮称中大通り線沿道市街地

整備の推進 
(まちづくり事務所) 

事業の具体化に向け、引き続き地区住民などとの話し合い

を進め、合意形成の整った区域から事業着手を目指します。 

浦安駅周辺地区の再開発の

推進 

(市街地開発課) 

元町地域の拠点としてよりふさわしい地区となるよう、浦

安駅周辺地区の再開発に向けて検討を進めます。 

境川水辺空間整備の推進 

 

 

 

(土木課) 

江川橋から東水門までの区間について、県の護岸改修にあ

わせた修景整備を行い、親水性豊かなコミュニティ空間の

創出を図ります。また、江川橋から新橋までの区間につい

ては、県の護岸改修を促進するとともに、修景整備に向け、

県と協議を進めます。 
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視点２：未来を担う浦安っ子を育む地域
ま ち

づくり 

 
身近な地域での子育て支援 

• 少子化・核家族化の進行により、家庭における保育機能の低下や近隣関係の希薄

さなどから、育児に対する不安や悩みを抱える親や地域で孤立する家庭が増えて

います。そのため、身近な地域で安心して子育てができる環境の充実に取り組む

とともに、保育園と幼稚園を一体として捉えた「総合施設
*3

」について、今後、検

討を進めます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

つどいの広場の増設 

 

(保育課) 

子育ての負担感や育児不安の解消を図り、子育てに対する

地域ぐるみの社会的支援を行うため、つどいの広場の増設

に取り組みます。 

子育てすこやか広場の充実 

 

(指導課) 

地域の子育て支援や交流を促進するため、子育てすこやか

広場について、開催回数を増やすとともに子育てに関する

相談体制の充実を図ります。 

子育て支援センターの増設 

 

(保育課) 

新浦安駅前複合施設内私立保育園及び仮称入船北保育園に

子育て支援センターを設置し、子育ての相談や情報提供の

場の拡充を図ります。 

 
児童虐待防止のための体制の強化 

• 近年、児童虐待が社会問題化しており、本市においても、子どもと家庭に関する

相談件数や児童虐待対応件数も増加傾向にあります。そのため、子どもたちの人

権を守り、健全な発達を支援していけるよう、関係機関などとの連携を図り、児

童虐待防止のための体制を強化します。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

総合的・包括的な児童虐待防

止対策の推進 

 

 

(子育て家庭課) 

要保護児童対策地域連絡協議会を中心に、関係機関が密接

に連携を図りながら、虐待を受けている子どもなどの早期

発見と適切な保護に努めるとともに、虐待防止に関する意

識啓発や虐待する親も含めた家族全体への援助など、総合

的・包括的な対策を推進します。 
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多様な保育サービスの充実 
• 保護者の就労機会の増大や就労形態の多様化などによる保育需要の高まりに対

応するため、これまで集中的に保育園整備に取り組んできました。その結果、待

機児童数を上回る保育園の定員を確保できる見通しですが、今後も民間活力を導

入しながら、多様な保育サービスの提供に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

多様な保育サービスの提供 

 

(保育課) 

新浦安駅前複合施設内私立保育園において、時間外保育の

実施や市内２ヶ所目の病後児保育
*4

の実施を促進します。 

 
子どもたちや青少年の育成・交流の場づくり 

• 子どもたちが安全で安心して多様な活動ができる居場所として、放課後異年齢児

交流促進事業や児童育成クラブの整備に取り組んできましたが、新しい活動拠点

づくりについて検討を進めるとともに、施設の狭あい化や老朽化など施設環境の

改善に取り組みます。 
• 青少年の健全な育成を図るため、青少年の交流活動や学習活動を推進します。 

計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

子どもたちの活動拠点づく

りの検討 

(子育て家庭課・青少年課) 

児童の居場所づくりや子育て支援を図るため、児童館など

児童が自由に遊べる新しい活動拠点について検討します。 

児童育成クラブの環境整備 

 

(子育て家庭課) 

施設の老朽化や狭あい化が進んでいるクラブについて、施

設の新築や増築、移転を進めます。 

青少年交流活動の推進 

 

 

 

 

 

(青少年課) 

新浦安駅前複合施設内市民交流施設において、民間事業者

による青少年交流事業を実施し、芸術・音楽・文化などを

通じた様々な体験や活動によって、青少年の健全な育成を

図ります。 
また、平成 17 年 12 月にオープン予定の青少年交流活動

センターを活用し、市内外の青少年との交流や団体生活を

通じて、青少年の健全な育成を図ります。 
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一人ひとりの個性が輝く教育の推進 
• 未来社会に生きる子どもたち一人ひとりの人格や個性を尊重しながら、主体的に

学ぶ意欲や心豊かな人間性を育む教育を推進します。 
• これまで取り組んできた情報教育や少人数教育を推進するとともに、児童・生徒

の生活意識調査や先進的な事例について調査・研究し、その成果を踏まえた特色

のある教育に取り組みます。 
• 保護者や地域からの信頼に応える学校となるよう、教職員の資質の向上を図る場

の整備や特別な支援を必要とする教育的ニーズに応える環境の整備に取り組み

ます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

特色ある教育の推進 

 

 

(指導課) 

確かな学力の向上と個に応じたきめ細かい指導を図るた

めに、少人数教育推進教員や小学校ＡＬＴ
*5

、社会人講師の

活用、スクールライフカウンセラーなどの継続配置と充実

に努めます。 

食物アレルギー対応食の提

供 

(学校給食センター) 

食物アレルギー
*6

疾患をもつ児童向けに、学校給食で食物ア

レルギー対応食を提供します。 

教育研究センターの整備 

 

 

(指導課) 

本市の教育施策を推進するため、教育に関する調査･研究、

研修の充実や特別な教育支援を必要とする児童生徒に対

する環境整備を進めるため、教育研究センターの拡充を図

ります。 
 
学校施設などの教育環境の充実 

• 子どもたちがより良い環境で教育を受けることができるよう、学校施設などの適

正配置など教育環境の充実に取り組みます。 

• 今後の新町地域の開発に伴い増加する幼稚園ニーズに対応するため、就園環境の

充実に取り組みます。 

計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

学校適正配置等計画の策定 

 

(学務課) 

各小・中学校施設の課題整理を行い、教育施設の適正配置

を検討し、教育施設環境の充実に努めます。 

新町地域の幼稚園ニーズへ

の対応 

(学務課) 

今後の新町地域の開発動向を踏まえ、新たな幼稚園整備の

検討や中町地域の小規模幼稚園への送迎バスを運行しま

す。 
校庭及び園庭の芝生化の推

進 

(教育施設課) 

児童・園児の教育環境の向上や環境に対する配慮のため、

校庭及び園庭の芝生化を進めます。 
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視点３：いつまでも元気で健康に暮らしていける地域
ま ち

づくり 

  
一人ひとりの健康づくり 

• 「自分の健康は、自らつくり・守る」ことを基本に、市民一人ひとりの主体的な

健康づくりを支援します。 
• 子どもたちの健康づくりを促進していくため、学校や地域との連携を強化します。 

計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

健康づくりの推進 

 

(健康増進課) 

市民一人ひとりの主体的な健康づくりを促進するため、健

康うらやす 21 で位置づけた健康づくりの諸施策を着実

に進めるとともに、現状把握のための調査を行います。 

地域・学校保健の推進 
 

(健康増進課) 

子どもたちの健康づくりの基礎となる「食育
*7

」、「歯の健

康」、「思春期保健」について、家庭・地域・学校が一体と

なって取り組みます。 

 
介護予防対策の充実 

• 介護保険法の制度改正に適切に対応していくため、高齢者が寝たきりなどの要介

護状態に陥ったりすることのないよう、介護相談・支援のための拠点整備や予防

プログラムの実施など、予防重視型の取り組みを進めるとともに、健康教育をは

じめとする健康づくりや生きがいづくり、社会参加支援などに取り組みます。 

 

計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

地域包括支援センター
*8

の設置 
 
 

(高齢者支援課) 

介護保険法の改正に伴い、予防重視型システムへの移行

を図るため、地域における総合相談・支援や介護予防マ

ネジメント、包括的･継続的マネジメントなどを担う中核

機関として、地域包括支援センターを設置します。 

地域支援事業
*9

の推進 
 

(高齢者支援課) 

要支援・要介護状態になるおそれのある高齢者を対象に、

転倒骨折予防教室など、運動機能の向上につながる介護

予防事業を行います。 
地域ネットワーク活性化事業

の推進 
（高齢者支援課) 

独居高齢者や高齢者世帯の閉じこもり予防や孤立化を防

ぐため、情報通信技術を活用し、高齢者のニーズにあわ

せた社会参加や生活支援を行います。 
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高齢者や障害者の社会参加を促進する環境づくり 
• 高齢者が住み慣れた地域で、生き生きと自立した生活をおくるためには、社会参

加を通じた生きがいづくりが重要です。そのため、高齢者相互の交流や自主的な

活動を促進するための活動拠点の充実に取り組みます。 
• 障害者などの就労については、福祉的就労の充実を図る一方で、一般就労につい

て関係機関と連携し新たな就労機会の確保を図ります。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

高齢者の生きがい・健康づく

りに関する施設の整備 

 

(高齢者支援課) 

老人福祉センター(Ｕセンター)は、建設から 30 年以上が

経過し、施設の老朽化などが進んでいることから、施設

の建替えに向け望ましい施設のあり方や建設位置などに

ついて、検討を進めます。 

「花いっぱい」みんなで育む

健康づくり事業 

(健康増進課) 

高齢者を対象に、園芸を通した閉じこもり予防や生きが

いづくりを行います。 

老人クラブ会館の整備 

 

(高齢者支援課) 

地域の高齢者のコミュニティ活動の拠点として、老人ク

ラブ会館の整備を進めます。 

障害者等就労支援施設の整備 

 

(障害福祉課) 

千鳥地区の余熱利用施設用地において、働く意欲を有す

る障害者がその適性に応じて働けるような施設整備を民

間活力を導入しながら進めます。 
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視点４：豊かな日々の暮らしが過ごせる地域づくり 

 
うるおいと憩いの場づくり 

• 公園や緑地は、市民生活にうるおいとやすらぎをもたらす貴重な環境資源です。

これまでも身近な公園づくりや特色ある公園整備に取り組んできましたが、今後

も多様化する市民ニーズを踏まえた公園づくりに取り組みます。また、市民、事

業者、市の協働による花と緑を基調としたまちづくりに取り組みます。 
• 本市は、三方を海や河川に囲まれています。豊かな水辺は都市に残された貴重な

オープンスペースとして、生活にうるおいを与えるだけでなく、防災機能や地域

振興に活用することが期待されています。そのため関係機関と連携を図りながら、

防災機能の充実や親水性、レクリエーション機能の整備など水辺空間の多角的な

活用に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

特色ある公園づくりの推進 
 
 

(公園緑地課) 

明海地区の総合公園については、水際線の特徴を活かし

た水と緑が一体となった公園として整備します。 

また、地域住民の参加を得ながら計画づくりを進めてき

た弁天ふれあいの森公園の整備を進めます。 

市民と取り組む緑化の推進 
 

(公園緑地課) 

公共空間での緑化に取り組む市民活動を支援するととも

に 、 弁 天 ふ れ あ い の 森 公 園 と 明 海 の 丘 公 園 で 、

公園の里親制度
*10

を導入します。 

水辺空間と一体となった緑道

整備の促進 
(公園緑地課) 

海岸線や境川沿いの緑地用地について、関係機関と調整

を図りながら、水辺空間と一体となった緑道整備を促進

します。 

三番瀬の保全と活用に向けた

取り組みの推進 
 

(企画政策課・環境保全課) 

三番瀬で、清掃や環境学習に取り組む市民活動を支援し

ます。 

また、環境に配慮した三番瀬の市民利用のあり方につい

て検討を進めます。 

旧江戸川護岸の修景整備の推

進 
(土木課) 

県が旧江戸川下流部で進めている高潮対策事業を促進す

るとともに、親水性豊かな水辺となるよう、緩傾斜護岸

の修景整備を進めます。 
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浦安らしい景観づくり 
• 地域の特性を活かした良好な景観形成を図るため、景観形成推進方策を策定し、

市民や地権者、事業者と協働で景観形成に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

都市景観の形成 

 

 

(都市計画課) 

浦安市景観マスタープランに基づき、景観に対する市民

意識の啓発に取り組むとともに、景観行政団体
*11

として、

景観形成上重要な地区や大規模な建築物について、景観

法に基づく景観計画の検討・策定に取り組みます。 
 
利便の高い暮らし 

• 市民のだれもが気軽にまちに出かけやすい、安全で快適な移動環境の充実に取り

組みます。 

• 市民サービスの向上を図るため、情報通信技術を活用した各種申請・届出書類の

電子化を推進します。 

計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

市内バス交通の充実 

 

 

(都市計画課) 

バス事業者による路線バスサービスの改善・充実を図る

とともに、堀江・富士見地区を経由し新浦安駅と舞浜駅

を起点・終点としたおさんぽバス新規路線の実証運行を

行います。 

交通バリアフリーの推進 

 

(土木課) 

交通バリアフリー道路特定事業計画に基づき、新浦安駅

を中心とする重点整備地区における、特定経路のバリア

フリー環境の整備に取り組みます。 

電子申請等の充実 

 

 

 

 

 

(情報政策課) 

これまで行ってきたインターネットからのダウンロード

サービスを進め、公的個人認証
*12

、マルチペイメント
*13

など、

他のシステムとの連携機能を追加し、電子申請を充実し

ます。 

また、施設の予約カードの一元化や携帯電話からの予約

を可能にするなど、体育施設や公民館、文化施設の予約

方法の充実を図ります。 
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身近なところから取り組む環境対策 
• 私たちの生活の根幹であり人類の生存基盤である地球環境は、温暖化という大き

な問題に直面しています。そのため、市、事業者、市民、滞在者などの各主体の

取り組みと協働を基本としながら、身近なところからこれまで以上に地球温暖化

問題に取り組みます。 

• 大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動や生活様式は、私たちに便利で

快適な暮らしをもたらした一方で、公害や廃棄物の増加など環境に大きな負荷を

およぼしました。そのため、市民、事業者、市などが日常生活の中で取り組む環

境に配慮した活動指針や省エネルギーを推進するための計画を策定し、環境負荷

が低減された循環型社会の形成を目指して取り組みます。 

• 屋外照明による光害など生活環境問題の多様化がますます進行していることか

ら、身近な生活環境の保全に向け取り組みます。 

• 普段の市民生活では体験できない里山や水源地との交流を通して、市民の環境学

習や生涯学習を推進します。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

自然体験学習の推進 

 

(環境保全課・生涯学習課) 

市民や子どもに、水源や里山への関心を喚起し、消費す

るまちと生産するまちとの交流をとおして、環境学習や

生涯学習を推進します。 

地球温暖化対策事業の推進

（もったいないプロジェク

ト） 

(環境保全課) 

温室効果ガスの排出削減を図るため、市役所自らも一事

業所として、光熱水費予算の５％削減や室温設定の徹底

に取り組みます。また、市民、事業者なども巻き込んだ

全市的な展開をめざします。 

環境アクションプランの策定 

 

 

(環境保全課) 

市民、事業者などが、日常の生活や活動の中で配慮すべ

き事項をまとめた「環境配慮指針」と、省エネルギー、

新エネルギーに関する市の基本的な考え方をまとめた

「クリーンエネルギービジョン」を策定します。 

環境保全対策の充実 

 

(環境保全課) 

環境基本計画に掲げた諸施策を推進していくため、環境

保全条例を制定します。また、屋外照明による光害の規

制に取り組みます。 
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視点５：暮らしを支える安全・安心な地域
ま ち

づくり 

 
災害に強く安全なまちづくりの推進 

• 地域防災の要となる地域防災計画の改訂作業を進めるとともに、災害時の情報収

集体制の整備や学校施設、街灯、橋りょうなどの整備・強化を図り、災害に強い

まちづくりを推進します。 
• 近年、台風の大型化に伴う暴風雨による被害や、東京などの都市域では、集中豪

雨による浸水や交通機能の遮断など都市型災害が多発しています。 
いままでの整備水準を上回る高潮や降雨に対して、被害を最小限にとどめるため、

これまで以上に国や県と連携強化を図りながら、海や河川の護岸整備を促進して

いくとともに、雨水排水対策の充実を図り、総合的に都市型水害の防止に取り組

みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

防災体制の充実 

 

 

(防災課) 

地域防災計画の地震災害編に引き続き、風水害編、大規

模事故編の策定に向けて取り組みます。 

また、台風や地震などの災害時における市内の状況をよ

り詳細に把握するため、情報収集体制の充実を図ります。

防災機能の充実 

 

 

 

 

(土木課・教育施設課) 

災害時の避難所に指定されている学校体育館の耐震性の

向上に取り組みます。 

また、自然エネルギーを利用した蓄電方式(太陽光・風力

など)の街灯を、幹線道路の主な交差点や駅前広場に設置

し、災害などによる停電の際も照明が確保できるよう、

施設の充実を図ります。 

雨水排水施設の充実 

 

(土木課) 

排水基本計画に基づき、雨水排水機能の向上を図るため、

導水管や貯留施設など排水機能の体系的な整備を進めま

す。 
旧江戸川護岸や浦安海岸(舞

浜地区)の高潮対策事業の促

進        (土木課) 

県が旧江戸川下流部や舞浜地区の海岸で県が進めている

高潮対策事業を促進します。 
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消防・救急体制の強化 
• 消防力や救急救命体制の充実を図るため、消防本部・署庁舎の建設を推進すると

ともに、救命率の向上を図るため効果的な救命措置を推進します。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

消防本部・署庁舎の建設 

 

(消防本部・総務課) 

消防機能の向上を図るため、老朽化した消防本部・署

庁舎を高機能消防指令システムを備えた新庁舎に建替

えます。 

自動体外式除細動器
*14

(ＡＥＤ)

の普及・指導 

 

(消防本部・警防課) 

救命率の向上を図るため、医療従事者以外の一般市民

にも使用が認められたＡＥＤについて、市の公共施設

や民間施設への設置を推奨するとともに、適切な使用

について指導・助言します。 

 
地域医療体制の充実 

• 高齢化の進行などに伴い、医療に対する市民ニーズがより多様化、高度化してい

ます。市民が安心して、適切な医療サービスが受けられるよう、浦安市川市民病

院の再整備に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

浦安市川市民病院の再整備 

 

 

(健康増進課) 

地域の医療ニーズや地域住民からの信頼に応える病院

としていくため、浦安市川市民病院運営協議会の検討

状況などを捉えながら、市川市と連携を図り市民病院

の再整備に取り組みます。 
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地域防犯対策の推進 
• 市内の犯罪件数は減少傾向にあるものの、市民生活の身近な場所で発生する空き

巣や車上ねらいなどの窃盗の発生は、依然高い状況にあります。このため、市、

市民、事業者など、それぞれの責務を明確にし、地域の防犯活動への支援や関係

機関と連携した青少年犯罪防止活動を推進するとともに、公共空間での犯罪防止

に取り組みます。 
• 近年、全国各地で学校への不審者の侵入事件が発生しており、なかには児童や教

職員が被害に巻き込まれる深刻な事件も発生しています。市では、こうした事件

の発生を受け、これまで学校や幼稚園、保育園に防犯備品の配備を進めてきまし

たが、今後は、保護者や地域などとの連携を図りながら、より一層の子どもたち

の防犯対策に取り組みます。 
計画事業 ３ヵ年の取り組み内容 

地域防犯対策の充実 

 

 

(防犯課) 

公共空間での犯罪抑制を図るため、犯罪の可能性が指

摘される場所に、緊急通報システムを備えたスーパー

防犯灯を設置するとともに、防犯パトロールの充実を

図ります。 
子どもたちへの防犯対策の推

進 

(子育て家庭課・保育課) 

(教育総務課・教育施設課・指導課) 

児童・生徒、園児の安全を確保するため、防犯訓練の

実施や学校施設などの防犯対策を進めるとともに、保

護者やＰＴＡなどと協力・連携を図り、地域ぐるみで

の取り組みを進めます。 
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４．第 3 次実施計画の策定スケジュール 

第３次実施計画については、この中間報告に対して寄せられた皆さんのご意

見を参考にしながら作業を進めるとともに、３ヵ年の財政収支見通しや計画の

初年度となる平成 18 年度当初予算との調整を図りながら、平成 18 年２月頃に

計画全体を策定する予定です。  

また、皆さんからいただいたご意見は、第３次実施計画の策定にあわせご意

見に対する市の考えや対応とともに、広報うらやすや市のホームページで公表

します。  

 

(策 定 ス ケ ジ ュ ー ル ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次実施計画中間報

皆 さ ん か ら の

ご意見  
(平成 17 年 10 月 15 日～ 11 月７日 )  

パブリックコメントの実施  

平成 18 年度当初予算編成 

３ ヵ 年 の 財 政 収 支 見 通 し の

検討  
調整  

第

３

次

実

施

計

画

事
業
計
画 

財政収支見通し  

５つの視点  

56 の具体的施策

ごとの事業 

実施計画策定担当  計 画 の 策 定  
(平成 18 年２月 )  

25 



 

２ 
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用 語 解 説  
 

・ ＊ １  Ｅ － ラ ー ニ ン グ  
インターネットなどのコンピュータネットワークを活用した新しいタイプ

の学習システム。学習プログラムやコンテンツをコンピュータネットワーク

を通じて配信する。利用者はコンピュータネットワークに接続できる環境が

あれば、時間や場所にとらわれることなく学習することができる。  

・ ＊ ２  団 塊 の 世 代  
第二次世界大戦直後の昭和 22 年 (1947 年 )から昭和 25 年 (1950 年 )前後の

第一次ベビーブームで生まれた世代を指す。堺屋太一が昭和 51 年に発表し

た小説『団塊の世代』で使用した。平成 19 年 (2007 年 )から平成 22 年 (2010

年 )にかけて、この世代の人々の多くが定年退職の時期を迎える。その影響

を「 2007 年問題」と呼ぶ。  

・ ＊ ３  総 合 施 設  
地域における就学前の児童育成を総合的に展開するため、教育と保育を一

体的に行う新しいタイプの施設。平成 15 年６月に政府が発表した「骨太の

方針」に平成 18 年度までに検討することが盛り込まれていた。  

・  ＊ ４  病 後 児 保 育  
病気の回復期にあり医療機関による入院や治療の必要はないが、他の児童

との集団生活が困難な時期にその児童を一時的に預かる制度。  

・ ＊ ５  Ａ Ｌ Ｔ (Assistant Language Teacher) 

小・中学校で英会話を指導する指導助手。  

・ ＊ ６  食 物 ア レ ル ギ ー  
特定の食品を飲食することでアレルギー状態が発生する症状。  

・ ＊ ７  食 育  
健全な食生活の実現と心身の健康の増進、豊な人間形成を図るため、市民

一人ひとりの食に対する意識を高める取り組み。食育基本法が平成 17 年６

月に制定された。  

参考  
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・ ＊ ８  地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー  
介護保険法の改正に伴い、平成 18 年４月から新たに市町村が設置するこ

とになった施設。公正・中立な立場から、相談や介護予防マネジメントなど

を行う。  

・  ＊ ９  地 域 支 援 事 業  
介護保険法に基づき、市町村が地域住民の保健医療の向上や福祉の増進を

包括的に支援することを目的として行う事業。このうち、介護予防マネジメ

ントや相談、権利擁護などの包括的支援事業は地域包括支援センターで実施

する。  

・ ＊ 10 公 園 の 里 親 制 度 (ア ダ プ ト 制 度 ) 

道路・河川・公園などの身近な公共施設を対象に、市民と行政が互いの役

割分担を定め、地域の環境美化を進める取り組み。アメリカではじまり、平

成 10 年頃から日本でも取り組みが見られるようになった。ここでは地域の住

民やボランティアと協力して公園の管理を進める。  

・  ＊ 11 景 観 行 政 団 体  
平成 16 年６月に制定された景観法に基づき、都道府県、政令市、中核市、

政令市・中核市以外で都道府県の同意を得た市町村を景観行政団体という。  

景観行政団体は、地域の実情に応じた良好な景観形成を図るために、区域や

景観形成に関する方針などを定めた景観計画を策定することができる。  

・  ＊ 12 公 的 個 人 認 証  
様々な行政手続をインターネットを通じて安全に行うため、他人によるな

りすまし申請や電子データの改ざんが行われていないことを行政機関が確認

する機能。  

・  ＊ 13 マ ル チ ペ イ メ ン ト  

税 金 や 公 共 料 金 な ど を Ａ Ｔ Ｍ や コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク な ど を 通 じ て

24 時間いつでも納付できる電子決済システム。  

・  ＊ 14 自 動 体 外 式 除 細 動 器  

(AED： Automated External Def ibr i l lator)  

突然心停止状態に陥った際に、心臓に電気ショックを与えて正常な状態に

戻す医療機器。平成 16 年７月より一般市民にも使用が認められるようになっ

た。  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画実現のために 
１ 市民主体のまちづくりの推進 
２ 都市経営の視点に立った行財政運営 
３ 広域的な連携 

【個
性
を
生
か
し
た
元
町
ま
ち
づ
く
り
】  

 

【行
動
が
広
が
り
心
か
よ
う
情
報
化
の
推
進
】  

 

【市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
】  

  
 【子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
】  

 

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
】  

 

【
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
推
進
】  

 

【魅
力
あ
る
水
辺
空
間
づ
く
り
】 

 
・人間尊重のまち

づくり 
 
・市民と行政が協

働するまちづくり 
 
・地域の個性を育

むまちづくり 

人が輝き躍動

するまち・浦安 

１ 生き生きと暮らせる心
のかよう健康福祉都市 

1-1 生涯健康づくりを推進
する 

1-2 やさしさと思いやりの
ある福祉を推進する 

1-3 相互に支え合う福祉
の基礎をつくる 

２  創 造 と 交 流 で 築 く
市民文化都市 

2-1 ふれあいと交流に満
ちたまちづくりを進める 

2-2 創造性と個性を育て
る生涯学習を推進する 

2-3 暮らしが広がる情報
化を推進する 

３  水 と 緑 に 囲 ま れ た
快適環境都市 

3-1 身近なところから地球
環境を保全する 

3-3 生活にうるおいを与え
る環境を創造する 

４ 利便の高い暮らしを
支える安全都市 

4-1 秩序ある市街地の整
備を進める 

4-3 災害に強く犯罪のな
い安全な暮らしを実現する 

５ 多様な機能が生み出
す魅力あふれる産業都市 

5-1 魅力ある観光・リゾ
ートを振興する 

１）健康づくりの推進 
２）地域医療体制の確立 

 
１）在宅福祉の推進 
２）子ども・子育て家庭の支援 
３）自立・社会参加の促進 
４）生活支援制度の充実 

 
１）地域福祉の推進 
２）福祉のまちづくりの推進 

 
 

１）コミュニティの推進 
２）国際化への対応 
３）男女共同参画社会の形成 
４）ボランティア・ＮＰＯの振興 
５）平和施策の推進 

 
１）生涯学習推進体制の整備 
２）学校教育の充実 
３）家庭・地域教育の充実 
４）青少年の健全育成 
５）学習機会の創出 
６）芸術・文化活動の振興 
７）生涯スポーツの振興 

 
１）情報化の推進 

 
 
 

１）地球環境問題への対応 
２）環境保全対策の充実 

 
 

１）住宅対策の推進 
２）廃棄物対策の充実 
３）生活支援基盤の整備 
４）下水道の整備 
５）墓地公園・斎場の整備 

 
 

１）公園・緑地の整備 
２）緑化の推進 
３）都市景観の創造 
４）水辺空間の創出 

 
１）良好な市街地の形成 
２）過密市街地の再整備 
３）日の出・明海・高洲地区開発の促進 
４）シビックセンター地区の整備 

 
１）道路網の整備 
２）公共交通網の充実 
３）駐車対策の充実 
４）自転車利用環境の整備 
５）交通安全対策の充実 

 
１）防災体制の確立 
２）消防体制の確立 
３）防犯体制の確立 
４）排水・治水対策の充実 

 
１）舞浜アーバンリゾートの振興 
２）観光漁業の振興 

 
 

１）商業・サービス業の振興 
２）工業の振興 
３）就労環境の向上 
４）消費生活の向上 

 
１）駅周辺地区の整備 
２）海辺の交歓拠点の整備 

具 体 的 施 策 施 策 の 大 綱 都 市 像 まちづくりの基本理念 

5-2 新しい時代に対応し
た地域産業を振興する 

5-3 まちの活力を支える
拠点づくりを進める 

まちづくりの基本目標 

構 想 実 現 の た め に

まちづくり重点プラン 

4-2 総合的な交通体系を
整備する 

3-2 快適な生活環境を整
備する 

施策の体系 



余白
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